
奈
良
県
は
県
面
積
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト

は
山
林
で
覆
わ
れ
林
業
の
盛
ん
な
県
で
あ

る
。
特
に
南
部
の
吉
野
地
方
は
日
本
三
大

美
林
の
一
つ
で
著
名
な
吉
野
杉
の
産
地

で
、
江
戸
時
代
中
ご
ろ
か
ら
植
林
に
よ
る

林
業
が
盛
ん
に
な
り
、
建
築
用
材
以
外
に

酒
樽
や
家
具
の
材
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て

き
た
。
近
代
に
な
っ
て
こ
の
吉
野
の
山
林

の
育
成
技
術
や
搬
出
法
に
大
き
な
足
跡
を

遺
し
た
の
が
土
倉
庄
三
郎
で
あ
っ
た
。

土
倉
庄
三
郎
は
天
保
十
一
年
（
一
八
四

〇
）
四
月
、
吉
野
郡
大
滝
村
（
現
、
吉
野

郡
川
上
村
大
滝
）
の
山
林
地
主
の
家
に
生

ま
れ
た
。
父
親
も
山
林
の
経
営
に
す
ぐ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
か
、
庄

三
郎
は
十
六
才
で
家
督
を
継
ぎ
、
ま
も
な

く
吉
野
材
木
方
の
総
代
に
な
り
、
林
業
の

発
展
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

彼
が
ま
ず
最
初
に
行
な
っ
た
事
業
は
、

産
出
さ
れ
る
材
木
を
市
場
に
送
り
出
す
方

法
の
改
善
で
あ
っ
た
。
山
深
い
吉
野
の
奥

地
か
ら
材
木
を
効
率
的
に
輸
送
す
る
こ
と

は
、
林
業
発
展
の
た
め
に
は
重
要
な
こ
と

い
か
だ

で
あ
る
が
、
庄
三
郎
は
筏
流
し
の
水
路
の

整
備
を
行
な
う
た
め
に
吉
野
川
の
改
修
を

進
め
た
。
ま
た
川
上
村
内
の
道
路
の
建
設

に
も
力
を
入
れ
、
沿
道
の
山
林
地
主
に

「
青
山
二
十
分
の
一
」
と
呼
ば
れ
る
、
山

林
評
価
額
の
二
十
分
の
一
の
金
額
を
道
路

建
設
の
た
め
に
拠
出
す
る
よ
う
に
説
得

ば
く
だ
い

し
、
自
ら
も
莫
大
な
私
財
を
投
入
し
て
、

道
路
を
完
成
さ
せ
た
。

山
林
の
造
林
法
も
研
究
し
、
苗
木
の
密

植
と
て
い
ね
い
な
育
成
で
優
れ
た
多
く
の

材
木
を
生
産
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

の
う
し
ょ
う
む

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
は
農
商
務

た
い

ふ

し
な
が
わ

や

じ

ろ
う

大
輔
の
品
川
弥
二
郎
が
川
上
村
を
訪
れ
た

ば
ん
し
ゅ
ほ
う

お
り
、
庄
三
郎
は
杉
実
の
播
種
法
や
造
林

法
を
説
明
し
、
品
川
は
大
い
に
感
嘆
し
た

と
い
う
。
そ
の
造
林
育
成
の
技
術
を
地
元

の
吉
野
だ
け
に
生
か
す
の
で
は
な
く
、
全

国
の
山
林
を
見
て
歩
き
、
指
導
・
講
演
を

行
な
い
、
造
林
の
実
践
を
行
な
っ
た
。
特

い

か

に
静
岡
県
天
竜
川
流
域
、
群
馬
県
伊
香

ほ保
、
滋
賀
県
塩
津
、
奈
良
県
西
吉
野
、
兵

庫
県
但
馬
、
つ
い
に
は
台
湾
に
も
出
か

け
、
そ
の
指
導
の
結
果
林
業
生
産
が
各
地

で
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
奈
良
公
園
の
森

林
改
良
に
つ
い
て
の
意
見
書
も
出
し
て
い

る
。
晩
年
に
は
川
上
村
長
と
し
て
村
有
林

の
育
成
を
も
行
な
っ
た
。
明
治
三
十
一
年

（
一
八
九
八
）
に
出
版
さ
れ
た
森
庄
一
郎

著
『
吉
野
林
業
全
書
』
の
内
容
は
庄
三
郎

の
造
林
法
も
か
な
り
入
っ
て
お
り
、
そ
の

刊
行
に
も
援
助
し
て
い
る
。

庄
三
郎
の
業
績
は
、
林
業
の
育
成
に
よ

る
地
場
産
業
の
発
展
で
あ
っ
た
が
、
他
方

で
は
広
い
視
野
で
社
会
の
動
き
を
見
て
い

た
。
そ
れ
は
当
時
の
多
く
の
政
治
家
や
社

会
運
動
家
と
の
交
流
か
ら
も
わ
か
る
。

明
治
十
年
代
か
ら
二
十
年
代
は
自
由
民

権
運
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ
の
運
動
に

理
解
を
示
し
、
運
動
家
へ
の
援
助
を
惜
し

ま
な
か
っ
た
。
自
由
民
権
運
動
で
有
名
な

自
由
党
の
党
首
板
垣
退
助
と
交
流
が
あ

り
、
西
欧
へ
の
視
察
の
旅
費
を
援
助
し
た

こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
ま
た
立
憲
政
党
活

動
を
し
て
い
た
中
島
信
行
が
新
聞
を
発
行

す
る
と
い
う
の
で
、
そ
の
資
金
を
提
供

き
ん
ぎ
ょ
く
き
ん

し
、
果
て
は
朝
鮮
独
立
運
動
家
の
金
玉
均

を
自
宅
に
止
宿
さ
せ
、
婦
人
運
動
家
で
著

か
げ
や
ま
ひ
で

こ

名
な
景
山
英
子
も
た
び
た
び
吉
野
大
滝
の

庄
三
郎
宅
を
訪
れ
て
い
る
。

庄
三
郎
は
吉
野
大
滝
村
で
生
涯
を
過
ご

し
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
七
月
に
七

十
八
才
で
多
く
の
人
々
に
惜
し
ま
れ
な
が

ら
死
去
し
た
。
庄
三
郎
の
死
後
の
大
正
十

年
、
東
京
帝
国
大
学
の
農
学
博
士
本
多
静

六
が
中
心
に
な
っ
て
広
く
募
金
を
呼
び
か

よ
ろ
い
が

け
、
吉
野
川
に
沿
っ
た
鎧
掛
け
岩
に
庄
三

ど
く
ら
お
う
ぞ
う
り
ん
し
ょ
う

郎
の
功
績
を
た
た
え
る
「
土
倉
翁
造
林
頌

と
く

き

ね
ん
‘

徳
記
念
」
を
刻
み
、
故
人
の
業
績
を
称
え

た
。

（（
財
）元
興
寺
文
化
財
研
究
所

主
任
研
究
員

吉
井
敏
幸
）

吉野美林を築いた山林育成指導者
ど くらしょうざぶろう

土倉庄三郎

ま がい ひ

「土倉翁造林頌徳記念」磨崖碑（川上村大滝）

出身地の川上村大滝にある肖像
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